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２
０
２
２
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
生
物
多
様
性
条

約
第
15
回
締
約
国
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
）を
契
機
に
、
生

物
多
様
性
に
関
す
る
議
論
が
国
内
外
で
加
速
し
て
い

る
。
Ｃ
Ｏ
Ｐ
15
で
は
、
新
た
な
世
界
目
標
と
し
て

「
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組（
Ｇ
Ｂ

Ｆ
：GlobalBiodiversity

Fram
ew
ork

）」
が

採
択
さ
れ
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
生
物
多
様
性
の
損

失
を
止
め
反
転
さ
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」
の
考
え
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
、
２
０
２
３
年
３
月
に
は
わ
が
国
の
「
生
物
多

様
性
国
家
戦
略
２
０
２
３
－
２
０
３
０
」
が
閣
議
決

定
さ
れ
、
同
年
９
月
に
は
、
自
然
関
連
財
務
情
報
開

示
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス（
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
：T

askforce
on

N
ature-related

FinancialD
isclosures

）が
、

自
然
関
連
の
情
報
開
示
枠
組
み
と
し
て
「
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ

提
言
」
を
公
表
し
、
私
た
ち
経
済
界
に
も
関
連
す
る

目
標
や
取
る
べ
き
行
動
が
示
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
国
内
外
の
動
向
を
踏
ま
え
、
経
団
連

お
よ
び
経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
は
、
２
０
２
３
年

12
月
、「
経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
・
行
動
指
針
」

を
改
定
す
る
こ
と
と
し
た
。

経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
・

行
動
指
針
の
歴
史

経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
・
行
動
指
針
は
、
２
０

０
９
年
に
経
団
連
と
経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
が
策

定
し
た
。
２
０
１
０
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
10
で
採
択
さ
れ
、

後
に
「
愛
知
目
標
」
と
呼
ば
れ
る
、
新
た
な
国
際
合

意
に
先
駆
け
て
、
経
済
界
に
お
け
る
生
物
多
様
性
に

資
す
る
行
動
の
一
層
の
推
進
を
目
的
に
、
生
物
多
様

性
保
全
に
対
す
る
経
済
界
の
決
意
と
行
動
指
針
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
２
０
１
０
年
の
愛
知
目
標
採
択
、
２
０

１
５
年
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
採
択
、
パ
リ
協
定
採
択
な
ど
、

当
時
の
国
際
動
向
を
踏
ま
え
、
２
０
１
８
年
10
月
に

改
定
し
、
さ
ら
な
る
内
容
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

２
０
２
０
年
６
月
に
は
、
日
本
の
経
済
界
に
お
け

る
「
生
物
多
様
性
の
主
流
化
」
を
国
内
外
に
発
信
す

る
た
め
、
経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
に
賛
同
す
る
企

業
と
、
そ
の
取
り
組
み
事
例
を
公
表
す
る
「
経
団
連

生
物
多
様
性
宣
言
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
た
。

同
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
立
ち
上
げ
か
ら
順
調
に
拡
大
し
、

現
在
、
２
８
３
企
業
・
団
体
か
ら
の
賛
同
と
１
５
０

件
の
取
り
組
み
事
例
を
公
表
し
て
い
る（
２
０
２
３

年
12
月
時
点
）。
各
社
の
取
り
組
み
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
参
考
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
・
行
動
指
針
の
改
定
と

ご
賛
同
の
お
願
い

経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
会
長
・
審
議
員
会
副
議
長

損
害
保
険
ジ
ャ
パ
ン
会
長

西にしざ
わ澤
敬けいじ
二
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幸せを創る明日の風景

改
定
の
趣
旨

今
回
の
改
定
は
、
前
述
の
昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
生
物
多
様
性
枠
組
や
わ
が
国
の
国
家
戦
略
等
の
内

容
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

昆
明
・
モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組
で
は
、

「
自
然
と
共
生
す
る
世
界
」
と
い
う
２
０
５
０
年
ビ

ジ
ョ
ン
と
、「
自
然
を
回
復
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に

生
物
多
様
性
の
損
失
を
止
め
反
転
さ
せ
る
た
め
の
緊

急
の
行
動
を
と
る
」
と
い
う
２
０
３
０
年
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
掲
げ
て
い
る
。
ま
た
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
達
成
に
向

け
て
設
定
さ
れ
た
23
個
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
は
、
大
企

業
や
金
融
機
関
を
中
心
と
す
る
事
業
者
に
対
し
、
生

枠
組
み
か
ら
行
動
へ

２
０
２
３
年
７
月
の
猛
暑
を
、
グ
テ
ー
レ
ス
国
連

事
務
総
長
が
「
地
球
沸
騰
化
」
と
表
現
し
た
こ
と
が

話
題
に
な
っ
た
が
、
同
氏
は
そ
の
２
カ
月
前
の
「
国

連
生
物
多
様
性
の
日
」
に
、「
生
命
維
持
装
置
」
で

あ
る
地
球
環
境
が
、
人
類
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
続
け

て
い
る
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、「
今
こ
そ
、
昆
明
・
モ

ン
ト
リ
オ
ー
ル
生
物
多
様
性
枠
組
を
行
動
に
移
す

時
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
物
多
様
性
分
野
で
著
名
な
国
際
団
体
で

あ
る
国
際
自
然
保
護
連
合（
Ｉ
Ｕ
Ｃ
Ｎ
）が
同
年
10
月

に
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
開
催
し
た
リ
ー
ダ
ー
ズ
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
も
、「Fram

ew
ork
to
A
ction

（
枠
組
を
行

動
に
移
す
）」
と
い
う
テ
ー
マ
が
掲
げ
ら
れ
た
。

生
物
多
様
性
分
野
で
は
、
気
候
変
動
分
野
の
よ
う

な
明
確
な
指
標
、
計
測
方
法
な
ど
が
確
立
し
て
お
ら

ず
、
取
り
組
み
が
困
難
な
面
も
あ
る
が
、
日
本
の
経
済

界
と
し
て
も
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
実
現
に
向

け
、
第
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

会
員
企
業
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
た
な
「
経
団
連
生
物
多

様
性
宣
言
・
行
動
指
針
」
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
、

具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
脱
稿
日
：
２
０
２
３
年
12
月
20
日
）

物
多
様
性
に
係
る
情
報
開
示
を
促
す
内
容
が
含
ま
れ

て
い
る
。

さ
ら
に
、
わ
が
国
の
国
家
戦
略
に
お
い
て
も
、
２

０
３
０
年
ま
で
の
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ（
自
然

再
興
、
Ｎ
Ｐ
）実
現
を
目
標
と
し
て
掲
げ
、
基
本
戦

略
の
一
つ
で
あ
る
「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
経
済

の
実
現
」
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
融
資
や
事
業
活
動
に
よ
る

生
物
多
様
性
へ
の
負
の
影
響
の
低
減
お
よ
び
正
の
影

響
の
拡
大
を
促
進
す
る
こ
と
を
、
経
済
界
に
求
め
て

い
る
。

今
回
の
改
定
で
は
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、「
自
然

と
共
生
す
る
社
会
の
実
現
」
を
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
定

め
、
宣
言
全
体
に
Ｎ
Ｐ
の
考
え
を
組
み
込
む
と
と
も

に
、
企
業
の
役
割
と
し
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
自
然
資
本
の
保
全
・
再
興
に
貢
献
す
る
こ
と
を

明
確
に
し
た
。
さ
ら
に
、
国
家
戦
略
や
Ｔ
Ｎ
Ｆ
Ｄ
提

言
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
、「
事
業
活
動
と
生
物
多

様
性
の
関
係
の
把
握
・
管
理
」
や
、「
情
報
開
示
を

は
じ
め
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
適
時
適
切
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
」
な
ど
を
う
た
っ
て
い
る
。

ま
た
、
生
物
多
様
性
は
そ
の
ほ
か
の
環
境
課
題
と

も
相
互
に
関
連
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
カ
ー
ボ
ン
ニ

ュ
ー
ト
ラ
ル
お
よ
び
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー

（
Ｃ
Ｅ
）と
統
合
的
に
捉
え
て
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
取
り
組
む
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

Ｇ
Ｘ（
グ
リ
ー
ン
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）、

Ｃ
Ｅ
、
Ｎ
Ｐ
を
三
位
一
体
と
し
て
捉
え
な
が
ら
、

「
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
な
資
本
主
義
」
を
推
進
す
る
経

団
連
の
活
動
方
針
と
も
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。

改
定
の
詳
細
お
よ
び
経
団
連
自
然
保
護
協
議
会
の
活
動
に
つ

い
て
は
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
参
照

経
団
連
生
物
多
様
性
宣
言
・
行
動
指
針

公
益
信
託
経
団
連
自
然
保
護
基
金
／

経
団
連
自
然
保
護
協
議
会

①事業活動と生物多様性等の関係の把握・管理
②温室効果ガス排出削減・資源の有効利用等
との統合的な取り組み
③地域の特性を踏まえた取り組み
④情報開示・ステークホルダーとの対話の推進
⑤経営トップによるガバナンス構築
⑥遺伝資源の公正かつ衡平な利用
⑦生物多様性等の損失緩和措置のあり方
⑧社会貢献活動
⑨啓発活動

生物多様性・
自然資本の保全・再興
に貢献する事業活動

ビジョン

企業の役割

必要な視点

行動指針

・グローバルかつローカル
・カーボンニュートラル、
サーキュラーエコノミーとの統合
・多様な手法による取り組み

自然と
共生する社会

図表 経団連生物多様性宣言・行動指針ストラクチャー
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